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1〈原著論文〉

テニスラケットのストリング特性とトップスピン

前　田　　　寛（大　分　大　学）
岡　内　優　明（大　分　大　学）

The Characteristics of Strings and Topspin in Tennis

Hiroshi Maeda, Masaaki Okauchi 

Abstract

Topspin shots play an important role in gaining an advantage in games.  It has become much easier for every player to hit a 

ball with topspin recently because of technological advances in the equipment such as the reduction of racket weight.  Topspin is 

generated by the frictional force that occurs at the oblique impact of a ball on the racket face.  And this friction force varies by 

impact angle, velocity or string material.  As for the string material, nylon was the most common.  But polyester has become 

popular in these days, when many tennis professionals use it.  As the increasing number of injuries by swinging a racket shows, 

unfortunately, polyester string is not suitable for everyone.  The aim of this research is to determine the principle of the impact 

of ball and racket, and clarify the relation between the characteristics of strings and topspin.

We calculated the impulse from the frictional force of a ball on the string bed.  And according to the type of string we exam-

ined the relation of this impulse with various spin ratios of a ball from the launch machine and three incident angles when the ball 

impacts the string bed.  As a result, the polyester string is little affected by the spin of an incident ball, but the nylon string has 

a larger influence after collision.  It is therefore concluded that the polyester string makes spin of a ball more stable when a racket 

is swung hard, while the nylon string is difficult to control.  We can deduce that polyester string is more suitable for a power 

hitter.

Key words: tennis, string, topspin, oblique impact, friction

１．はじめに

テニスは年齢を問わず，そして異なる技術レベルのプ
レイヤーが同時に楽しむことができるので，多くの人に
親しまれている生涯スポーツの一つである．近年そのプ
レイスタイルや技術が，ラケットの軽量化，ラケット面
の増大（川副，2003，米山，2003），ストリングの進歩
（川副ほか，2011）など用具の進歩につれて大きく変化
してきている．例えば，ウインブルドン選手権のような
国際テニストーナメントに出場するトッププレイヤー
の，グランドストロークにおけるボールの打ち出し速度
は平均で約34 m/sと大きく，ボールに前回りの回転がか
かっていなければ，相手のベースラインを超えてしま

う．しかし，ボールに前回りの回転，いわゆるトップス
ピンをかけベースラインの手前でボールを着地させてい
る．その際のトップスピンのボールの回転数は約25 rps

である（Choppinほか，2011）．これらのトッププレイ
ヤーのプレイをみてもわかるように，現在ではボール速
度が大きく，かつトップスピンのボールを打つことが一
般的になり，ゲームを有利に進める上でも欠かせなく
なった．その結果，ボールにトップスピンをかけようと
してラケットを振るときに，手首に負担がかかり TFCC

損傷（三角繊維軟骨損傷）などの障害をきたす場合も増
えている（別府諸兄，2006）．この障害は，ラケットをス
イングする際，個々人の上達度や体力，身体的特性に相
応したスイングをせずに，あまりにも強いスイングをす
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るために上肢に大きな負担がかかっていることが原因と
考えられる．どのレベルにおける技術にも目的を遂行す
るための自然法則性があり，その法則を理解することに
よりはじめて障害を予防し，かつスムーズな技術の習得
が可能となる．その法則の基本となる現象の一つが，ラ
ケットをスイングしてボールを打つ際に生じるボールと
ラケットとの衝突現象である．この衝突現象において
ボールに回転を与えるためには，ラケットとボールが斜
めに衝突したときに生じる摩擦力が必要で，この摩擦力
の解明が衝突現象を捉える鍵となる．そこで，中川
（2002），神田（2000），Goodwill et al（2002，2004）は，
ラケットにボールを斜め衝突させ，衝突前後の入射角と
反射角，またスピン量を測定するなど，衝突中のボール
とストリング面との反発や摩擦との関係についての研究
を行っている．また川副ほか（2010），Washida et al

（2014）は斜め衝突したときに，ボールが縦糸をラケット
面に平行な方向に押し，横糸上を滑らせ，その戻りで
ボールに回転がよくかかると報告している．しかし，こ
れらの研究は高速度カメラや有限要素法によるモデルを
用いて分析しており，摩擦力は測定していない．直接
ボールにかかる摩擦力を測定しようとした研究は Cross

（2000，2003）しか見当たらない．Cross（2000，2003）
はボールがラケットに衝突し，ストリング面に接してい
る間にボールがフレームを水平方向に押す力，すなわち
摩擦力を測定している．また Allen et al（2010a，2010b）
はラケットとストリング面で構成される物体について有
限要素法を用いてシミュレーションし，Cross（2000，
2003）と同様，ボールがラケットに接触中のボールの動
きを，スライド，ロール，オーバースピンの三つの局面
に分けて詳細に分析している．しかし，ボールがストリ
ング面に接触している間，ボールがストリング面から直
接受ける摩擦力と回転の原動力となる力積については言
及していない．筆者（Maeda et al，2010，2012；前田ほ
か，2012）はこれまで，ストリングに動歪みゲージを接
着することにより，手で保持したラケット面にボールを
斜めに衝突させた際の，ボールにかかる摩擦力を直接測
定してきた．この摩擦力の出現パターンにおける筆者ら
の研究結果は，Crossや Allen らの，摩擦力が衝突後半に
正から負に反転するパターンを示すという報告と一致し
ていた．
この摩擦力は，これまで主に使われていたナイロン製
のストリングと，近年よく使われるようになったポリエ
ステル製のストリングとでは異なると言われている
（Haake et al，2012）．そこで本研究では，トップスピン
が生じる衝突現象を詳細に探ることにより，ストリング
の材質の違いによる摩擦特性を明らかにすることを目的

とする．この摩擦特性とトップスピンが生じる現象との
関係がわかれば，身体に負担がかからないラケットのス
イング動作が可能となり，それぞれの技術レベルや体
力，目的に合ったストリングの選択やストリングを設計
する際の指標になるであろう．

２．方　法

１）衝突モデルとパラメータ
実際のコート上でトップスピンのグランドストローク
を打球する際のラケットと ボールの衝突現象について，
右利きのプレイヤーの正面から見た場合の模式図を図１ 

に示す．最も上段の図は衝突前，中段が衝突中，下段が
衝突後を表している．衝突前（上段）の図は慣性座標系
で示しており，ラケットはベクトル vr0でボールを向か
えに行き，その時のラケットが鉛直線となす角度は θrで
ある．また，ボールの速度ベクトルは vinで，左回りに角
速度ω0で回転している．中段の図は衝突中のラケットか
らみたボールの入射角を θin，反射角を θout，ボールにか
かるラケット面に垂直方向の力を fv，平行な力を fhで示
している．この fhにボールの半径 rを乗じた右回りの
モーメントがトップスピンの原動力となっている．この
ときボールの反射角を，ラケットの座標系でみるとボー
ルのベクトル v2は下向きになっている．しかし最下段の

 1

図１	 �トップスピンのボールを打った際のボールとラ
ケットの衝突
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図でわかるように，慣性座標系でのラケットの速度ベク
トル vr1は上向きなので，v2と vr1との合ベクトル，すな
わち，ボールの飛び出しベクトル voutは右上方となり，
ボールは右回りの角速度 ω1で打ち出される．本研究で
は，ボールの跳ね返りに関わる，ボールの入射速度と入
射時の回転数，ボールの反射速度と反射時の回転数，ま
たラケットへの入射角と反射角を主なパラメータとし
て，反発力と摩擦力との関係をおもに力積という観点か
ら探る．筆者らは先の研究（前田ほか，2014）で，グラ
ンドストロークにおける衝突前後のボールのラケットに
対する入射角と反射角，並びにボールの回転数を測定し
ている．入射角は最小値が8.20°，最大値は24.42°であっ
た．また，入射時のボールの回転数は16.53－34.12 rpsで
あり，また入射速度は15.71－23.77 m/sの範囲であった．
これらのデータをもとにボールがラケットに衝突する
前の入射角を10-30°，衝突前のボールの回転数は0－40 
rpsの範囲に設定する．また衝突速度はグランドスト
ロークの平均値として20 m/sとする．これらの結果は
Allen et al（2016）が示す，ボールとラケットの衝突速度
は15－40 m/s，ラケットに対するボールの入射角は14－
33°，衝突前のボールの回転は最大500 rad/s （79.6 rps）と
いう報告の範囲内であり妥当と考えられる．

２）衝突実験の概要
フレームを傾斜させて固定したストリング面に，テニ
スボール発射器から発射されたボールを衝突させる実験
を行った．その概要を図２に示す．角度 βで斜めに固定
したラケット面に，テニスボール発射器から水平にボー

ルを発射させ，ラケット面の中央部に衝突させる．その
時のボールの速度ベクトルは v0とし，角速度は ω0で右
回りに回転している．その際の衝突角度とボールの回転
の向きは，図１に示すものと上下が逆になるだけで，同
じグランドストローク時の衝突となっている．図中に示
すように，ラケットの左右のフレーム近く，４本のスト
リングに動歪みゲージを，ラケットの表に８枚と裏に８
枚，計16枚接着する．そのうち同じ面の８枚の一組を用
いると，ラケット面はボールが衝突することにより凹む
が，その際，ストリングは伸ばされるので，その伸びか
らラケット面に対して垂直方向の力を検出できる．しか
し，ラケット面に対して平行な力が加わると，左右の動
歪みゲージではその伸び率が異なってくる．その差を
とって，もう一組の８枚の歪みゲージを用いて接線方向
の力，すなわち摩擦力として検出する．これらの垂直方
向と接線方向の力の電気信号はホイートストンブリッジ
を通してシグナルコンディショナーで増幅され，40 kHz

のサンプリング周波数，12ビットの分解能で A/D変換
された後，計算機に収録される．また衝突前後のボール
の入射角と反射角，衝突前後の回転数を測定するため
に，ボールの軌道に対して垂直方向より，300フレーム/
sの高速度カメラで撮影する．ラケットの長軸はボール
の軌道に対して90°に設定し，ボールの回転軸も90°であ
る．従ってラケットとの衝突後のボールの回転，軌道も
ほぼ１平面内の運動となる．そこで先ず画像に写るボー
ル円周上の任意の３点の座標から円の中心座標を求め，
移動速度を算出した．そしてボールの周囲に直行する３
本の円周を描いておき，その中心座標を基準にしてボー
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v0

v1

図２	 �実験の概要図．テニスボール発射器から打ち出されたボールの速度を v0，右回りの角
速度 ω0とする．固定されたラケットの傾きを β，ボールの反射速度を v1，角速度を ω1
とする．高速度カメラのフレーム数は300フレーム /sである．
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ルに描いた円周の交点の角度変化からボールの角速度を
算出しボールの回転数とした．
この実験で使用したストリングは４種類である．それ
ぞれの材質や構造上の特徴とラケットの性能を表１に示
す．いずれも東亜ストリング社製で材質としてナイロン
の異弾性複合コアの構造をもつアスタリズム（1），とア
スタリスク（2）の２種類，またポリエステルの材質とし
て異弾性複合コアの構造を持つレンコン（3），とデビル
スピン（4）の２種類を選択した．これらのストリングは
メーカーの推奨する一般プレイヤー向けの50ポンドの強
さで，同種の４本のラケットに張られている．張った後
ストリングの張力は時間が経過するとともに減少する
が，その度合いは材質によって異なる．十分時間をおい
て実験の前後でストリングの張力の変化による影響が少
なくなるように配慮した．また，ストリングの張りのパ
ターンは，使用したラケットに合わせて縦糸16本，横糸
19本である．実験試技は先に示したパラメータの通り，
入射角は 10°，20°，30°の３種類にラケットを設置する．
それぞれの角度について，衝突前のボールの回転数を 0 
rpsから40 rpsまで約10 rpsごとに５種類の回転数で２
回，計10回ずつ衝突させた．この回転数は予めテニス
ボール発射器の上回転と下回転の二つのダイヤルで設定
しているが，ボール速度との兼ね合いで正確に設定する
のが難しい．ボールの発射速度が 20 m/s になるように，
速度を優先してテニスボール発射器のダイヤルを設定し
た．

３）衝突中の力積の分析方法
図３はボールがストリング面に衝突した際の模式図で
ある．衝突直前のボールの速度ベクトルは v0，角速度は
右回りに ω0とする．衝突中，ボールはストリングから，

面と垂直方向に fv，接線方向に fhの力を受ける．その際，
ストリング面は凹み，ボールも変形しボールの半径 rは
小さくなる．この変化する rに摩擦力 fhを乗じたモーメ
ントがボールに左回りの回転を与え，衝突後の角速度 ω1

で回転しながら，速度ベクトル v1で跳ね返る．衝突前後
のストリング面に対する入射角は θ0，反射角は θ1で示し
ている．
このボールとラケットの衝突現象におけるボールにか
かる運動量の変化，すなわち力の時間積分となる力積
を，ラケットのストリング面に対して垂直方向と接線方
向に分けて考える．垂直方向のボールの力積 S1は，衝突
前はボールの速度ベクトル v0の垂直成分 vv0にボールの
質量mを乗じて得られる運動量と，衝突後の速度ベクト
ル vv1に質量 mを乗じた運動量の差となる（式１））．同
様にして接線方向の力積 S2は，衝突前後の接線方向の速
度 vh0と vh1にボールの質量mを乗じた運動量の差となる
（式２））．これらの力積 S1，S2は，衝突前後のボールの
運動量の差を表しており，速度の変化に対応している．

表1　実験に用いたラケットとストリングの材質
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図３	 ボールがラケットに斜め衝突した際の模式図
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直接，衝突中のボールに作用する力積は，式４）と５）
に示すように，ストリング面に垂直方向の力 fvを時間で
積分した S1fと，またストリング面に平行な接線方向の
力 fhを時間で積分した S2fとなる．また式３）に示すよ
うに衝突前後のボールの角速度の差にボールの慣性モー
メントを乗じた角運動量は，接線方向の力積 S2’にボー
ルの半径 rを乗じた回転の運動量と等しい．この S2’と
S2fは同じと考えられるが，半径 rが衝突中に変化するの
で，S2’の測定は難しい．また画像から算出した力積は衝
突前後の全体的な運動量の差を示すがボールにかかる力
そのものではない．これらのことから，式４）と５）に
示す衝突中の力を時間で積分した垂直方向と接線方向の
力積 S1f，S2fについて考察する．

m・vv0－ m・vv1＝ S1	…………1）
m・vh0－ m・vh1＝ S2	…………2）
I・(ω1－ ω0)＝ r・S2’	 …………3）
S1 f＝∫fv dt					     …………4）
S2 f＝∫fh dt	 	 	 	 	 …………5）

３．実験結果

１）映像から見たボールの反発速度と回転数
４種類の異なる材質のストリングについて，衝突時の
ボールの入射角度を10°，20°，30°に設定して行った全試
技の，画像分析によって得られた結果を表２に示す．
入射速度はどの角度においても，約22〜23 m/sであ
り，入射角度も平均で9.29°，19.79°，29.68°であり，ほぼ
設定通りの速度，角度で衝突していた．衝突前のボール
の回転数は0〜40 rpsまで10 rps刻みで衝突させているた
め，平均値として約21〜24 rpsであった． 10°，20°，30°
とラケットの傾き角度毎に，ボールの反射速度をみる
と，平均値がそれぞれ18.25 m/s，17.36 m/s，16.60 m/s 

と次第に減少し，衝突後のボールの回転数は，平均値で
4.31 rps，11.65 rps，19.16 rpsと大きくなっていた．これ
は衝突角度が大きくなるにつれ，接線方向の摩擦の影響
が大きくなるためと考えられる．そこで，材質別に全て
の試技におけるボールの入射時回転数に対する，式２）
で示した，衝突前後のボールの速度変化から力積 S2を算
出した．衝突前のボールの回転数に対する力積S2を図４
に示す．横軸は衝突前のボールの回転数であるが，設定

 5

表２　全試技の画像分析による結果
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通り 10 rps刻みにならず， 20 rpsの回転数がなく，30 rps

と重なっていた．しかし 約0 rpsから最大で約50 rpsまで
分布しているので，回転数の違いによる力積の傾向をみ
ることはできる．衝突角度が10°から30°に大きくなるに
つれ，また衝突前のボールの回転数が増加するにつれ力
積も増加している．しかし，ストリングの材質による違
いはほとんどみられず，画像からみた，すなわち外見的
に衝突前後のボールの速度や回転数から，ストリングの
材質別の反発特性をみることは難しいと思われた．スト
リング面に対して垂直方向の力積 S1についても同様材
質による違いはみられなかった．そこで，ボールの回転
や反発の原動力となるボールとストリング面との接触面
に生じる力積を直接的に算出し，材質の特性を探ること
とした．

２）ストリングの張力から測定した摩擦力と反発力
ストリングに接着したストレインゲージの信号から，
ラケット面に対して垂直方向と接線方向の力を検出し
た．図５に材質としてナイロン製のストリング（1）（アス
タリズム）を用い，ラケット面の傾斜角30°，ボールの初
期回転40 rpsに設定したときの実験結果の１例を示す．
横軸は時間軸で0.00 sの時点でボールがストリング面に
衝突している．縦軸はストリングの張力から算出した力
である．実線はラケット面に対して垂直方向の力で，最
大約400 Nを示し，約0.004 s後にストリング面からボー
ルが離れている．この間の時間積分が，ストリング面に
対して垂直方向のボールに加わる力積 S1fであり，ボー
ルの反発速度となる．破線は接線方向の力であり，最大
で約800 Nを示し，大きな力でボールを接線方向に押し

ている．この力の時間積分 S2fがボールの回転のモーメ
ントとなっている．しかし，ボールとラケットの接触時
間の約1/2の時点でその力は減衰し，若干であるが逆方
向に押されている．このことは，ストリング面がネット
状になっているため，ボールが衝突した瞬間，そのネッ
ト上でキャッチされながら回転し，ボールに大きな左回
りの回転力が加わっているものと推察される．右回りに
回転していたボールが逆向きの左回りとなったボール
は，ストリング面に対して接線方向における接触面での
相対速度が等しくなり，ロールを始めストリング面上を
転がるが，その後ネットを逆に押し返す（オーバースピ
ン，回りすぎ）ので摩擦力はわずかであるが負となり，
約 0.004 sでストリング面を離れている．このように
オーバースピンを始めるまで，接触時間の約1/2の時間
しかかかっていない．
このキャッチの状態，すなわちボールとストリングの
接触面で摩擦が起こり，ボールがわずかに滑りながら回
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S2

図４	 映像により得られた衝突前後のボール速度から算出した力積 S2

　　　●10°，■20°，▲30°：ポリエステル製ストリング．（実線10°，破線20°，一点鎖線30°の角度毎の回帰直線）
　　　〇10°，□20°，△30°：ナイロン製の製のストリング．（細線10°，破線20°，一点鎖線30°の角度毎の回帰直線）
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図５	 �ストリングから検出したラケット面に垂直方向
（実線）と接線方向（破線）の力波形

　	 	 �ナイロンストリング（1）（アスタリズム），ラケッ
トの傾斜角；30度，ボールの初期回転；40rps
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転する局面を，Allen et al（2010b）はスライドと呼び，接
触面での相対的な速度が等しくなった局面をロール，次
にボールの速度の方が接触面より速くなり，回りすぎた
局面をオーバースピンと呼んでいる．また，キャッチの
局面では縦糸が横糸上を滑り，ずれた縦糸の戻りが回転
を大きくしているという報告もある（川副他，2013）．
図６は，図５と同様にナイロン製のストリング（1）（ア
スタリズム）を用いてラケットの傾き角 30°，そして
ボールの初期回転を10 rpsと小さくしたときのものであ
る．実線で示した垂直方向の力は，ピークで約500 Nを
示しており図５の垂直方向の力のピークとあまり変わら
ない．しかし接線方向の回転に関わる力のピークは約
250 Nと図５の接線方向のピーク値に比べて小さい値を
示した．これは，ボールの初期回転数が図５の場合と比
べて小さいので，ネットにキャッチされる際のボールと
の摺り合わせが少なく，接線方向への摩擦力が小さく
なったと考えられる．摩擦力が 0 Nとなってからはスト
リング面を，摩擦力を受けずに転がりながら離れてい
る． 

本研究では，ボールがストリング面に衝突した際に，
ボールにかかる反発力や摩擦力の大きさを式４）および
式５）の S1fと S2fで示すように，ボールにかかる力積で
評価する．そこで，図５と図６で示した，ストリング面
に対して垂直方向の力（実線）と接線方向の力（破線）
をそれぞれ接触時間中において積分し，力積 S1fと力積
S2fを算出した．

３）ポリエステル製ストリングにおける入射時の
ボールの回転数と力積
ポリエステル製のストリング（4）（デビルスピン）を用
いた際の結果を図７に示す．上図がストリング面に対し
て垂直方向の力積 S1f，下図が接線方向の力積 S2fで，横
軸は入射時のボールの回転数である．ラケットの固定角

度が10°を〇，20°を□，30°を△で，またそれぞれの回
帰直線を実線，破線，一点鎖線で示している．垂直方向
の力積（上図）をみると，衝突前のボールの回転数，ラ
ケットへの入射角に対して，力積は1.6〜1.9 Nsを示し，
ほとんど変化がみられなかった．また，接線方向の力積
（下図）をみても，入射角が10°の時に，入射時のボール
の回転数大きくなるにつれ，若干小さくなる傾向がみら
れたが，大きな変化がみられず，どのボールの回転数に
対しても，ほぼ一定の力積が生じると考えられた．この
ことは，衝突前のボールの回転や，10°から30°の入射角
に影響されずに，力積が一定しているので，ラケットを
振り出した方向に安定した回転と反発が得られると考え
られる．この傾向はもう一つのポリエステル製のストリ
ング（3）（レンコン）においてもみられた．

４）ナイロン製ストリングにおける入射時のボール
の回転数と力積
図８は，ナイロン製のストリング（1）（アスタリズム）
における衝突実験の結果である．図７と同様，横軸は衝
突前のボールの回転数，縦軸は上図にストリング面に対
して垂直方向の力積 S1f，下図に接線方向の力積 S2fを示
す．
垂直方向の力積については，ポリエステル製のストリ
ングの場合と同様に，1.6〜1.7 Nsの範囲で一定した力積
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図６	 �ストリングから検出したラケット面に垂直方向
（実線）と接線方向（破線）の力波形：

	 	 	 �ナイロンストリング（1）（アスタリズム），ラケッ
トの傾斜角；30度，ボールの初期回転；10rps
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S1f S2f

図７	 �ストリングテンションから算出した，衝突前のボー
ルの回転数に対する垂直方向の力積 S1f（上図）と接
線方向の力積S2 f（下図），及びそれぞれの回帰直線：
ポリエステル製ストリング（４）（デビルスピン）．
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を示した．しかし，接線方向の力積（下図）をみると， 
10°から30°へと入射角度が大きくなるにつれ，かつ，衝
突前のボール回転数が大きくなるにつれて力積が大きく
なる傾向を示した．同様の傾向がナイロン製のストリン
グ（2）の場合にもみられた．このことは，衝突前のボール
の回転，入射角度がともに増加するとボールにかかる摩
擦力が大きくなり，反射時のボールの回転数も大きく変
化することを示している．つまりラケットをスイングし
た際に衝突前のボールの回転に気をつけないと意図した
回転のかかったボールを打つことが難しい反面，わずか
な衝突角度の違いで反射時の回転を調整できることを意
味している．また，ポリエステル製のストリング（4）より
も，衝突角度20°と30°において大きな力積を示してい
た．

４．考察

ポリエステル製とナイロン製の材質による力積の違い
をみると，ポリエステル製のストリングテンションから
算出した力積は，ナイロン製の力積より衝突角度や衝突
前のボールの回転数の違いにかかわらず一定していた．
このことは，ポリエステル製のストリングでは，異なる
条件においても安定した回転のボールを跳ね返すことが
でき，ラケットのスイング速度を大きくすることで，そ

れに対応したスピンがかけられることを意味している．
これに関して Crossほか（2011，p.6）は，「たとえば，プ
レイヤーの中に『硬いポリエステルのストリングを使え
ば，柔らかいナイロンより強くスピンがかかる』と主張
する人がいる．しかし，ストリングの材質もテンション
も太さも，スピンにはほとんど影響しないことが，実験
で明らかになっている．ポリエステルなどの硬いストリ
ングを使用すると，ラケットのパワーが低下する．この
ためプレイヤーはより強くスイングするようになり，ス
イングが速くなってスピンが強くかかる．」と述べてお
り，本研究の結果と同様のことを示していると思われ
る．このことからスイング速度を大きくできるパワー
ヒッターにとっては，ポリエステル製の方が向いている
と考えられた．またナイロン製のストリングは入射角度
の違いに応じて，さらに衝突前のボールの回転によって
摩擦力が変化する．すなわち，ラケットのスイング速度
よりも，衝突角度を調整することにより，ボールに回転
をかけやすいのでないかと考えられる． 

以上のストリングの特性の違いは，ボールが衝突した
際のストリング面の凹みが少ないポリエステルに対し
て，ナイロンの方がストリングが伸びるため凹みが大き
いので，ボールを包むようにキャッチしやすいためでは
ないかと推察される．しかし，川副ほか（2013a，2013b）
はストリングの性能として，ストリング同士の摩擦が小
さければ，縦糸が横糸上を滑るので，この縦糸の戻りが
ボールの回転に与える影響が大きいと結論づけている．
また，Nicolaides et al（2013）はストリングの格子のパ
ターンも摩擦力に影響を及ぼし，横糸の本数が少ない方
が摩擦力が大きくなると報告している．さらに，Haake 

et al（2012）はストリングの格子部に潤滑剤をかけるこ
とによりストリング間の摩擦を小さくしたポリエステル
のストリングと，やすりでストリングの表面を擦って摩
擦を大きくしたナイロン製ストリングとの跳ね返り特性
や，摩擦特性を画像分析による方法で推測している．そ
の結果，縦糸が横糸上を滑る効果からポリエステルの方
が若干スピンがかかりやすいようだが，縦糸のずれは複
雑で，摩擦との関係は今後の研究が必要だと述べてい
る．このように，ストリングの摩擦とボールのスピンに
関する研究は始まったばかりで，今後の進展が期待され
る．今後，ボールがストリング面に衝突した際の凹みの
大きさによるスピンへの影響や，今回はフレームを固定
しているが，実際に手で保持してスイングした際のボー
ルの回転数や，衝突時にかかる縦糸の張力についても明
らかにする必要があると思われる．
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S1f S2f

図８	 �ストリングテンションから算出した，衝突前の
ボールの回転数に対する垂直方向の力積 S1f（上図）
と接線方向の力積 S2f（下図），及びそれぞれの回帰
直線：ナイロン製ストリング（1）（アスタリズム）
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５．まとめ

本研究では，ボールがラケットに衝突した際の，ボー
ルの回転に影響を及ぼすストリングとボールの間に生じ
る摩擦力を，力積という観点から考察し，ポリエステル
製とナイロン製のストリングの材質の違いによる摩擦特
性を明らかにしようとした．
その結果，ポリエステル製のストリングは，ナイロン
製のものと比べて，衝突速度20 m/s，入射角10°から 30°
において，また 0 rpsから 40 rpsの範囲の衝突前のボー
ルの回転に対しては一定した摩擦力が得られ，反射時の
ボールの回転に影響が少なかった．このことから，スイ
ング速度を大きくすればそれに比例してボールの回転も
大きくなるので，スイング速度を大きくできるパワー
ヒッターにとっては，ポリエステル製の方が向いている
ことが示唆された．それに対して，ナイロン製のストリ
ングは接線方の力積は大きいが，摩擦力を得るためには
入射角度やスイング方向を調整する必要があると考えら
れた．
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九州体育 ･スポーツ学会　第65回大会報告

大会実行委員長　熊　谷　賢　哉（長崎国際大学）

　2016年９月16日（金）から18日（日）の３日間，長崎国際大学（佐世保市）を会場として，第65回九州体育・スポー
ツ学会が開催された．以下に大会の模様を報告する．

１ ．日　程

２．内　容
９ 月16日（金）
⑴	「九州地区大学体育連合合同」・「九州体育・スポーツ学会」合同企画
	 	「フラッグフットボールによる，チーム（組織）づくりを意図した授業の試み」
	 	 坂本一真・則元志郎（熊本大学）

９月16日（金）（１日目）
11：00〜12：50
12：30〜
13：00〜14：50

15：00〜17：00

18：00〜

総務委員会
受付
九州地区大学体育連合合同企画
メンタルトレーニング・セミナー
各専門分科会企画セッション
トピック・セッション
ラウンドテーブル・ディスカッション
専門分科会等情報交換会

９月17日（土）（２日目）
８：30〜
８：30〜９：50
10：00〜12：00
12：00〜13：30

13：30〜15：00
15：05〜17：05
17：10〜18：10
19：00〜21：00

受付
理事会　※理事会終了後 若手優秀発表賞選考委員会を開催
一般研究発表（口頭発表）　※若手優秀発表賞申請者発表枠を含む
昼休み・会議
（若手優秀発表賞選考委員会，総務委員会，理事会）
特別講演
全体シンポジウム
総会
全体情報交換会

９月18日（日）（３日目）
８：30〜
９：00〜10：00

10：10〜12：10

12：10〜13：10
13：10〜15：10

15：15〜16：15
16：15
16：30〜

受付
研究推進委員会企画セッション
スチューデント・セッション
第１・２・４専門分科会シンポジウム（分科会総会含む）
一般研究発表（口頭発表）　※第３・５専門分科会関連
昼休み　※ポスター提示
第３・５専門分科会シンポジウム（分科会総会含む）
一般研究発表（口頭発表）　※第１・４専門分科会関連
ポスター発表
学会大会終了
九州地区大学体育連合理事会
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⑵	 メンタルトレーニング・セミナー
	 	「ロジカルコミュニケーションの可能性」
	 	 神力亮太（九州工業大学大学院）
⑶	 トピック・セッション
	 	「「道」の行方と学校体育」
	 	 本多壮一郎・楢﨑教子（福岡教育大学），水月　晃（崇城大学）
⑷	 ラウンドテーブル・ディスカッション
	 	「大学体育授業における成績評価を考える」
	 	 田原亮二（名桜大学），中山正剛（別府大学短期大学部），木村敏久（福岡教育大学教職大学院）
⑸	 各専門分科会企画セッション
	 ①	 第１専門分科会企画
	 	 	「ITを活用したコンディショニング」
	 	 	 佐久間智央・神力亮太（九州工業大学大学院），古門良亮（一般社団法人行動評価システム研究所）
	 ②	 第３専門分科会企画①
	 	 	「仲間づくりに繋がる「体ほぐし運動」」
	 	 	 宮内　孝（南九州大学）
	 ③	 第３専門分科会企画②
	 	 	「体育授業で獲得できる心理的スキルとは？」
	 	 	 阪田俊輔・須崎康臣（九州大学大学院）
	 ④	 第４専門分科会企画
	 	 	「子どもの体温，運動機能に関する発育発達―日本人とネパール人児童の国際比較から―」
	 	 	 中尾武平（九州産業大学）
	 ⑤	 第５専門分科会企画
	 	 	「私のコーチング実践：九州から全国へ」
	 	 	 木寺英史・森　誠護・永田聡典（九州共立大学）

９ 月17日（土）
⑴	 一般研究発表（口頭発表）22演題
⑵	 特別講演
	 	「日本のアンチ・ドーピングの現状と課題」
	 	 浅川　伸（日本アンチ・ドーピング機構（JADA）専務理事）
⑶	 全体シンポジウム
	 	「スポーツ指導，スポーツ指導者養成における医薬品，サプリメントの理解」

受付 大会本部 休憩室（企業展示，試供品提供）

九州体育連合合同企画 メンタルトレーニング トピック・セッション 専門分科会企画
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	 	 七嶋和孝・上島泰二（長崎県薬剤師会），松田貴雄（西別府病院スポーツ医学センター）
⑷	 総会
	 	 �中島憲一郎大会会長（長崎国際大学）の挨拶のあと，報告（８件）および審議（８件）が行われた．①榊原前会長

辞任に伴う則元副会長の会長代行期間を次年度大会までとすること，②熊本大分地震で被災された会員に対して第
65回大会の参加費を全額免除とすること，③来年度から独立学会となるにあたって，今後の学会のあり方について
検討する「あり方検討委員会」を設置すること，④来年度より日本体育学会の協力学会になるための申請を行うこ
と，⑤2015年度会計決算，⑥2017年度事業計画および予算，等の事項について審議が行われ承認された．また，若
手優秀発表賞として４名，功労賞として１名，名誉会員として３名が選考されたことが報告された．最後に，九州
体育・スポーツ学会第66回大会の主管校が福岡大学になったことが報告された．

⑸	 全体情報交換会（ホテルオークラ JPハウステンボス）
	 	 �第65回大会の主管校である長崎国際大学の安部直樹理事長の挨拶の後，則元大会会長の乾杯で会が開宴された．ま

た，情報交換・懇親の合間には，今大会にて若手優秀発表賞を受賞した４名の挨拶も行われた．最後は，磯貝学会
理事長の〆の挨拶により全体情報交換会は盛会のうちに終了した．

９ 月18日（日）
⑴	 研究推進委員会セッション
	 	「学習者から見たダンス学習の意義および価値に関する研究」
	 	 栫ちか子（鹿屋体育大学），小松恵理子（鹿児島女子短期大学）
⑵	 スチューデント・セッション
	 	「体育で何を教えるか」
	 	 坂本一真（熊本大学大学院），岩浪　幸（福岡大学大学院），内山忠則（福岡教育大学大学院）
⑶	 専門分科会シンポジウム
	 ①	 第１専門分科会シンポジウム
	 	 	「コーチング・イノベーション 〜スポーツ指導者の資質向上への取り組み〜」
	 	 	 山口幸生・下園博信（福岡大学）
	 ②	 第２・４（合同）専門分科会シンポジウム
	 	 	「九州体育・スポーツ学会における運動生理学・学校保健学研究のこれまでとこれから」
	 	 	 栗原　淳（佐賀大学），進藤宗洋（福岡大学名誉教授）
	 ③	 第３専門分科会シンポジウム
	 	 	「子どもの座位行動について」
	 	 	 田中千晶（桜美林大学）
	 ④	 第５専門分科会シンポジウム
	 	 	「指導者養成を基盤とするコーチング」

特別講演 全体シンポジウム 口頭発表 表彰①（総会）

全体情報交換会
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	 	 	 坂中美郷・田口信教（鹿屋体育大学）
⑷	 一般研究発表（口頭発表）17演題
⑸	 一般研究発表（ポスター発表）49演題

３ ．総括
	 １年前から長崎県内の大学体育教員17名からなる大会実行委員会を立ち上げ，月に１回，計11回の会議を開催し，本
大会の準備を行った．昨年11月には，大会企画委員会との合同会議を行い，その中で，大会の会期（３日間）および会
期中に行うセッションに関して，昨年と同様に行うことが確認された（ただし，学生企画セミナーに関しては，学生が
２つの企画を準備するのはかなりの負担となることから今大会では行わないこととした）．また，全体シンポジウムは，
大会企画委員会が企画担当となっているが，昨年大会と同様，特別講演と連動したテーマにすることで，その企画等に
関して実行委員会に一任することが確認された．なお，今大会の特別講演および全体シンポジウムの共通テーマは，「ア
ンチ・ドーピング」とし，特別講演では，その概論（日本における現状と課題）を，日本アンチ・ドーピング機構
（JADA）の浅川伸先生よりお話しいただき，全体シンポジウムでは，その各論（九州における活動）を，長崎県薬剤師
会の七嶋和孝先生および上島泰二先生，更には，西別府病院スポーツ医学センターの松田貴雄先生にお話しいただいた．
	 ３日間の大会参加者数の合計は200名で，一昨年度（214名）および昨年度（222名）を下回った．一方，各セッション
等を含む発表演題数の合計は122演題で，昨年度（歴代２位）の107演題，更には，62回大会（歴代１位）の120演題を上
回り，過去最高を記録した．大会参加者数が減少した要因としては，会期が例年よりも１週間以上遅れ，連休にさしか
かってしまったこと，会場（佐世保市ハウステンボス町）の交通の便が悪かったこと，会期２日目および３日目が台風
の影響で大雨であったこと，等が考えられる．一方，発表演題数が過去最高となった要因としては，大会企画委員会に
よる呼びかけにより各専門分科会関連・自主企画，ラウンドテーブル・ディスカッション，および，トピック・セッ
ションにおける演題数（19演題）が増えたこと，大会実行委員自らが演者もしくは共同研究者として多くの発表を行っ
たこと（19演題），等が挙げられる．これらの結果，学会参加者数（200名）に占める演題数（122演題）の割合（61%）
は，一昨年（48%）および昨年（48%）を大幅に上回り，学会会長（則元志郎会長）が掲げる「情報を収集する学会」か
ら「情報を発信する学会」への転換を窺うことができる．
	 最後に，大会運営に関して，昨年からの課題，今大会の改善点，今後の課題等について以下にまとめる．
・	�会期が３日間になり，大会費が増すため，学会事務局からの準備金増額等の検討が必要と考える（昨年検討課題）．こ
の課題については，昨年同様，広告収入を確保することで補うことができた．また，演題数を増やすことで，事前申
込者数をある程度確保することも運営を安定させた一要因と考えられる．
・	�大会実行委員会宛に行うべき参加申込を，学会事務局宛に行う会員が多く見受けられた（昨年検討課題）．この課題に
関しては，今大会においても解決できなかった．大会実行委員会のメールアドレスが学会事務局のそれに非常に類似
していたことも一要因として考えられるが，今後，会員に対して，学会参加申込方法を何かしらの方法で周知徹底さ
せる必要があると考えられる．
・	�大会プログラム送付で，住所不明による返送が多く見受けられた（昨年検討課題）．この課題に関しても，今大会にお
いて解決できなかった．今回，大会プログラムが返送されてしまった会員情報を学会事務局と共有することで，今後，
住所不明の会員の減少につなげたい．
・	�総会が長引いたことで全体情報交換会の開会が遅れた（昨年検討課題）．この課題に関しては，全体情報交換会の開会
を昨年よりも30分遅らせることで解決することができた．
・	�熊本大分地震で被災された会員に対して第65回大会の参加費を全額免除とすることが総会にて承認され，この制度を
用いて11名の会員が今大会に参加された．

研究推進委員会セッション 専門分科会シンポジウム ポスター発表
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九州体育・スポーツ学会大会　発表演題数の推移（2007年～2016年）

九州体育・スポーツ学会第65回大会　報告

内　　　　容 演題数
一般発表 口頭 39

ポスター 49
合　計 88

月　日 内　　　　容 参加者数

９月16日（金）「九州地区大学体育連合」「九州体育・スポーツ学会」合同企画 30

メンタルトレーニング・セミナー 19
トピック・セッション 8
ラウンドテーブル・ディスカッション 10※

第１専門分科会関連・自主企画 15
第３専門分科会関連・自主企画① 12
第３専門分科会関連・自主企画② 10
第４専門分科会関連・自主企画 10※

第５専門分科会関連・自主企画 7

・	�その他
	 �	 受付に関して，昨年を参考にして事前に詳細な受付名簿を作成したこと，更に，会員の名前や，受付時に必要な作
業の違いにより受付場所を変えることで，受付時の混乱を避けることができた．休憩室に関して，広く余裕のある部
屋を用意した．また，休憩室内にて，企業展示（セノー株式会社）および試供品提供（大塚製薬株式会社）等を行う
ことで会員へのホスピタリティーに努めた．なお，企業展示に関しては，もう１社（株式会社アシックス），お願いす
ることができた．一方，会期中の専門図書の販売も依頼していたが，こちらに関しては業者の都合が合わず叶わな
かった．ポスター発表の展示会場に関して，広い会場を用意することで，会員同士の討論の場を十分に設けた．また，
ポスターを展示した場所の隣が階段席となっていたため，休憩場所としての役目も果たした．全体情報交換会に関し
て，当初，ハウステンボス内で催す予定だったが叶わず，ハウステンボスに隣接するホテルでの開催となったが，観
光地の雰囲気の中，情報交換が行えたのではないかと思う．最後に，会期中，延べ100名近い学生スタッフがボラン
ティアにあたった．彼ら彼女らは，国際観光学科スポーツツーリズムコースに在籍する学生（２〜４年生）で，まだ
未熟なところも多かったが，主管校の建学の理念であるホスピタリティーの精神を十分に発揮しながらボランティア
に従事しており，今大会を成功に導いた大きな原動力であったと考えられる．また，多忙の中，今学会のために多く
の時間と労力を割いていただいた大会実行委員の17名のチームワークがなければ，今大会の成功はおろか，催行すら
厳しかったかもしれない．この場を借りて御礼申し上げたい．
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シンポジウム 
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助成研究 
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総演

題数
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演題
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テーマ 

演題
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テーマ 

演題
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テーマ 

演題

数 
テーマ 

演題
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56 2007 

長崎シー 

ボルト大

学 
56 20 36 26 30  1 3

3 
※1・2 

合同 

3 1 1 2 2 2 4 69

57 2008 
久留米大

学 
64 30 34 38 26  1 4

4 
※2・4 

合同 

11 3 3 1 1 3 9 92

58 2009 崇城大学 66 29 37 32 34  1 3
4 

※2・4 

合同 

8 1 4 2 2 3 9 92

59 2010 

鹿児島女

子 

短期大学 
59 27 32 27 32  1 3

4 
※2・4 

合同 

10 1 3 2 4 1 3 82

60 2011 名桜大学 80 48 32 50 30  1 4
4 

※2・4 

合同 

8 1 2 1 1 -  95

61 2012 
宮崎公立

大学 
59 32 27 44 15  1 3

4 
※2・4 

合同 

10 1 2 1 2 -  76

62 2013 
九州共立

大学 
94 34 60 59 35  1 3

3 
※1・3、

2・4合同 

8 1 2 1 2 3 11 120

63 2014 別府大学 76 36 40 49 27 1 1 3
4 

※2・4 

合同 

7 1 1 1 3 4 11 102

64 2015 
西九州 

大学 
74 34 40 39 35 1 1 4

4 
※2・4 

合同 

9 1 3 1 1 8 15 107

65 2016 
長崎国際

大学 
88 39 49 60 28 1 1 3

4 
※2・4 

合同 

7 1 3 1 1 9 19 122
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月　日 内　　　　容 参加者数
９月17日（土） 一般口頭発表（第１専門分科会） 34

一般口頭発表（第２専門分科会） 21
一般口頭発表（第３専門分科会） 31
一般口頭発表（第４専門分科会） 11
一般口頭発表（第５専門分科会） 20
特別講演 75
全体シンポジウム 51

９月18日（日） 研究推進委員会企画セッション 20
スチューデント・セッション 24
一般口頭発表（第１専門分科会） 25
一般口頭発表（第３専門分科会） 39
一般口頭発表（第４専門分科会） 13
一般口頭発表（第５専門分科会） 12
専門分科会シンポジウム（第１専門分科会） 30
専門分科会シンポジウム（第２・４合同専門分科会） 24
専門分科会シンポジウム（第３専門分科会） 25
専門分科会シンポジウム（第５専門分科会） 21
ポスター発表 100

学会参加者合計 200
　※ラウンドテーブル・ディスカッションと第４専門分科会関連・自主企画は合同で
　　行われた．
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九州体育・スポーツ学会事務局ニュース（2016年度第１号）

九州体育・スポーツ学会事務局

平成28年度　九州体育・スポーツ学会総会　議事録

日　時：平成28年９月17日（土）17：10～18：20
会　場：長崎国際大学　1101教室
参加者： 45名

中島大会会長（長崎国際大学学長）挨拶

【報告事項】
１．2015年度～2016年度現在までの活動報告 

　１）総務委員会　磯貝理事長
　　　総務委員会が平成28年３月，７月，９月の３度開かれたことが報告された．
　２）大会企画委員会　則元大会企画委員長
	 	 �	 11月から実行委員会と合同で学会大会の企画運営を行った．演題数が過去最高の122演題となったことが報告さ

れた．
　３）研究推進委員会　杉山研究推進委員長
　　　以下の活動を行ったことが報告された．
　　　学会賞，論文賞に関する選考委員会の設置及び選考
　　　研究助成について，課題設定，選考
　　　若手優秀発表賞に関する選考委員会の設置，審査
　４）編集委員会　桧垣編集委員長
	 	 �	 前年度の大会以降７編の論文が投稿されたが，アクセプトされた論文は現段階で０編であり，そのため学会誌が

発刊できていない状況にある．会員に対して積極的な投稿が依頼された．研究助成を受けた先生への投稿が促され
た．

　５）学会事務局　高瀬事務局長
	 	 �	 各委員会及び大会実行委員会と連携しつつ，円滑に事務局の運営が行われていることが報告された．
　６）その他
　　　特になし
２．会員動向について　事務局（田原庶務担当）
	 �	 平成28年９月16日現在の学会員の総数は665名であり，内訳として一般会員が535名，学生会員が130名であることが
報告された．
３．学会賞（論文賞）について【資料１】杉山研究推進委員長
	 �	 優秀論文賞及び奨励論文賞の選考経過について説明がなされ，第30巻第１号に掲載された２編の原著論文を対象
に，６名の選考委員で審査した結果，2015年度は優秀論文賞，奨励論文賞ともに該当なしとなったことが報告された．
４．研究助成について【資料２】杉山研究推進委員長
	 �	 研究助成の選考経過について説明がなされ，人文社会科学分野で２件，自然科学分野で１件の応募があったことが
報告された．各分野５名の審査員で審査した結果，2016年度研究助成はいずれの分野も採択なしとなったことが報告
された．
５．若手優秀発表賞について【資料３】杉山研究推進委員長
	 �	 若手優秀発表賞の選考過程の説明がなされ，選考委員会によって選抜された以下の４名が第65回大会の若手優秀発
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表賞を受賞したことが報告された．
　　元嶋　菜美香（長崎国際大学）
　　石本　　洋介（株式会社 健康科学研究所）
　　宇佐元　　遵（福岡教育大学大学院）
　　府内　　勇希（熊本学園大学）
６．功労賞について【資料４】磯貝理事長
　　大柿哲朗先生（九州大学）に功労賞を授与することが理事会にて承認されたことが報告された．
７．名誉会員について【資料５】磯貝理事長
	 �	 金崎良三 先生（元　福岡女子大学），綱分憲明 先生（元　長崎県立大学），梅田靖次郎 先生（九州保健福祉大学）を
名誉会員とすることが理事会にて承認されたことが報告された．
８．日本体育学会地域報告会について【資料６－８】高瀬事務局長
	 �	 次年度から日本体育学会から独立した学会になることの説明がなされ，それに伴い生じる問題や対応について日本
体育学会地域報告会での議事及び連絡内容が報告された．主に協力学会への申請に関する内容が報告された．
９．その他
	 �	 則元会長から，次期事務局を宮崎県で担当することが報告された．

【審議事項】
１．会長代行期間について　磯貝理事長
	 �	 榊原前会長の辞任に伴う措置として，則元副会長（大会企画委員長）が会長を兼任・代行することとなった．その
期間を次回の大会までとすることが提案された．
　　原案通り，承認された．
２．震災に伴う大会費免除について　磯貝理事長
	 �	 熊本・大分地震で被災した学会員に対して，第65回大会の参加費を全額免除することが提案された．
　　原案通り，承認された．
	 �	 進藤顧問から学会から熊本に対してできることを考えて欲しいとの依頼があったことが則元会長から報告された．
３．あり方検討委員会の設置について【資料９】磯貝理事長・杉山委員長
	 �	 日本体育学会の協力学会になることに関連する諸問題への対応を検討するため，杉山副会長を委員長とする，あり
方検討委員会を設置することが提案された．
　　（詳細は資料９参照）
　　原案通り，承認された．
４．日本体育学会協力学会の申請について【資料６－８】磯貝理事長
	 �	 来年の４月から日本体育学会の協力学会になるために，今総会で意思決定を図りたい旨が伝えられ，協力学会にな
るための条件や補助金などに関する説明がなされた．日本体育学会の協力学会申請をすることが提案された．
　　原案通り，承認された．
	 �	 杉山委員長から九州体育・スポーツ学会への入会が任意になることが説明され，会員としてのメリットや年会費の
妥当な金額についての提案募集依頼がなされた．
　　斉藤先生　　付随事項を解決するために１年の委員会任期が妥当なのか
	 	 杉山副会長	 �次回の役員改選を意識して１年を任期としたが，状況に応じて延長手続き，新規委員会の立ち上げも

想定している．
５．2015年度会計決算（案）について【資料】高瀬事務局長
�	 �	 2015年度会計決算が監査報告とともに提案され，原案通り，承認された．（詳細は資料参照）
６．2017年度事業計画（案）について【資料10】高瀬事務局長
	 �	 2017年度事業計画が提案され，原案通り，承認された．（詳細は資料10参照）
７．2017年度予算（案）について【資料】高瀬事務局長
	 �	 2017年度予算が提案され，原案通り，承認された．（詳細は資料参照）
　　橋本先生	 	 �独立学会になることによって年会費の収入は変動することが予想されるが，それについての検討はし
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ているのか．
　　則元会長	 	 	 �意向調査を参考にシミュレーションを行ったところ，最悪の状況になったとしても，２年は持ちこ

たえることができることは確認している．先のことなので予測を立てることはできないが，今持っ
ている資産で運営できる見込みのもと提案している．

　　杉山副会長	 	 会員の皆さんに踏みとどまっていただける案を示せるよう戦略的に対応したい．
　　橋本先生	 	 	 収入に大きな変動があった場合には補正予算を作成することをお願いしたい．
　　高瀬事務局長	 必要に応じて補正予算の作成を検討し，次回総会にて審議したい．
　　杉山先生	 	 	 補正予算を組んだ場合は次回総会にて審議し，残りの半年を補正予算で運営する．
８．九州体育・スポーツ学会第66回大会について　磯貝理事長
　　第66回大会が福岡大学にて８月25・26・27に開催することが提案された．
　　原案通り，承認された．
　　ご挨拶（次期主管校代表）
	 	 �	 檜垣先生から開催受諾までの経緯が説明され，大学行事等と重複するタイトなスケジュールの中での学会運営で

あるため，運営に関して福岡県内の大学の協力が必須であることと，多数の学会員の参加が依頼された．
９．その他
　　特になし

総会終了後に各表彰が実施された．� 以上

平成28年度　第１回理事会　議事録

日　時：平成28年９月17日（土）８：30～９：55
会　場：長崎国際大学　2105教室
参加者：	�則元会長，杉山副会長，檜垣副会長，磯貝理事長，藤井理事，吉武理事，前田理事，伊藤理事，斉藤理事，山

口理事，中山理事，宮嶋理事，奥本理事，日高理事，野田理事，熊谷理事（大会実行委員長）進藤顧問，松永
顧問，高瀬事務局長，田原庶務担当，東恩納監事

	 	 	 	 欠席（委任状あり）田中（宏）理事，内田理事，小松理事，下園理事

則元会長代行　挨拶
　第65回大会の総演題数が122演題となり，学会が発展していることが報告された．
熊谷大会実行委員会委員長　挨拶
　教員14名，学生30名で学会運営に当たっていることが報告された．

【報告事項】
１．2015年度～2016年度現在までの活動報告
　１）総務委員会　磯貝理事長
　　総務委員会が平成28年３月，７月，９月の３度開かれたことが報告された．
　２）大会企画委員会　則元大会企画委員長
　　　11月から大会実行委員会と合同で学会大会の企画運営を行ってきていることが報告された．
　３）研究推進委員会　杉山研究推進委員長
　　　以下の活動を行ったことが報告された．
　　　学会賞，論文賞に関する選考委員会の設置及び選考
　　　研究助成について，課題設定，選考
　　　若手優秀発表賞に関する選考委員会の設置，審査
　４）編集委員会　桧垣編集委員長
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	 	 �	 前年度の大会以降７編の論文が投稿されたが，現段階でアクセプトされた論文は０編であるため，学会誌が発刊
できていない状況にあることが報告された．研究助成を受けた会員など会員に対して積極的な投稿を促す取り組み
の内容が示された．

　５）学会事務局　高瀬事務局長
　　　各委員会及び大会実行委員会と連携しつつ，円滑に事務局の運営が行われていることが報告された．
　６）その他
　　　特になし
２．会長代行について　磯貝理事長
	 �	 榊原前会長の辞任に伴う措置として，３名の副会長の話し合いにより則元副会長（大会企画委員長）が会長を兼任・
代行することとなり，メール理事会により承認されたことが報告された．任期は第66回大会までとすることも併せて
決定したことが報告された．
３．震災に伴う大会費免除について　磯貝理事長
	 �	 熊本・大分地震で被災した学会員に対して，第65回大会の参加費を全額免除することがメール理事会にて承認され
たことが報告された．熊谷大会実行委員長から制度利用者が11名（９月16日時点）であることが報告された．
４．あり方検討委員会の設置について　磯貝理事長・杉山委員長
	 �	 次年度から日本体育学会から独立した学会になることに関連する諸問題への対応を検討するため特別委員会（あり
方検討委員会）を設置することがメール審議にて承認されていることが磯貝理事長から報告された．
　　杉山委員長からあり方検討委員会の目的，所掌事項，既に活動が開始されていることが報告された．
５．会員動向について　事務局（田原庶務担当）
	 �	 平成28年９月16日現在の学会員の総数は665名であり，内訳として男性会員531名，女性会員134名，日本体育学会員
が487名，九州体育・スポーツ学会のみ所属の会員が178名であることが報告された．
６．日本体育学会地域連絡会について　高瀬事務局長
	 �	 次年度から日本体育学会から独立した学会になることの説明がなされ，それに伴い生じる問題や対応について日本
体育学会地域報告会での議事及び連絡内容が報告された．主に協力学会への申請に関する内容が報告された．
	 �	 斎藤理事	 	 	 �協力学会とは，どういうものなのか．正会員における日本体育学会員の占める割合70％はどのよう

な根拠に基づいているのか．
	 �	 高瀬事務局長	 �従来の地域組織は学会の形態とっていないものもあったが，そのような組織も含めて日本体育学会

が協力学会と総称したと認識している．
	 �	 前田理事	 	 	 �日本体育学会が地域の学会組織を支援することを基準に検討されている．会員が70％という数値

も，現状で達成可能との見通しで出された．割合の算出では，学生会員を除くことも可能であると
の返答も得ている．

	 �	 中山理事	 	 	 会員の現状は？
	 �	 磯貝理事長	 	 全体658名，九州のみ168名，両方487名なので微妙なラインである．
	 �	 高瀬事務局長	 �70％の数字はあくまでも目安であり，これを下回るとすぐに協力学会で無くなるというものではな

い．
７． その他

【審議事項】
１．学会賞（論文賞）について　杉山研究推進委員長
	 �	 優秀論文賞及び奨励論文賞の選考経過について説明がなされ，第30巻第１号に掲載された２編の原著論文を対象
に，６名の選考委員で審査した結果，2015年度は優秀論文賞，奨励論文賞ともに該当なしとすることが提案された．
　　原案通り，承認された．
２．研究助成について　杉山研究推進委員長
	 �	 研究助成の選考経過について説明がなされ，人文社会科学分野で２件，自然科学分野で１件の応募があったことが
説明された．各分野５名の審査員で審査した結果，2016年度研究助成はいずれの分野も採択なしとすることが提案さ
れた．
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	 �	 伊藤理事　審査者によって評価に差があるのでは．評価者同士のコンセンサスは取れているのか．
	 �	 杉山理事　得点の調整はしていない．低い評価をつける場合はコメントを示すことで意思表示をしている．
	 �	 伊藤理事　客観性をもって評価することが必要なのでは．
	 	 杉山理事	 ��委員会としては，できるだけ助成する方向で審査を行っている．統一した基準を設けるのは困難なので，

評価者の意向を聞く方式をとっている．募集の周知が徹底できず応募課題数が少なかった部分も今回の
結果に影響しているので，多くの応募があるようにしたい．

�	 	 前田理事　採択に至らなかった結果については，委員長を中心としたメール会議によって意見の一致を見ている．
	 	 原案通り，承認された．
３．若手優秀発表賞について　杉山研究推進委員長
	 �	 第65回大会の若手優秀発表賞の候補者及び選考委員会組織について説明がなされ，この体制にて選考にあたること
が承認された．
	 �	 昼休み開催予定の選考委員会，総務委員会，理事会について周知された．
４．日本体育学会協力学会の申請について　磯貝理事長
	 �	 申請することが承認された．
	 �	 磯貝理事長	 �協力学会となることに際して，あり方検討委員会が発足しているが，委員会に対する意見をお願いし

ます．
	 �	 斎藤理事	 	 学会誌はこれまで地方誌の扱いだったが，協力学会となることで扱いが向上するのか
	 �	 杉山理事	 	 �学会は学術団体として認められているため，学会誌は価値のある位置づけとなるが，名称により過小

評価されている部分がある．誌名の変更も検討したい．
	 �	 磯貝理事長	 �学会誌から九州の名称を外すことは議論しても良いと思う．独立学会になると複数の協力学会に所属

することが可能になるため，他の地域の会員を積極的に勧誘することも必要だろう．
	 �	 前田理事	 	 �若手の研究者は査読経験が少ないため厳しくなる傾向を感じる．若手を経験豊富な査読者と組み合わ

せることで，柔軟な対応をする者が増えるのではないだろうか．
５．功労賞について　磯貝理事長
	 �	 大柿哲朗先生（九州大学）に功労賞を授与することが提案され，承認された．
６．名誉会員について　磯貝理事長
	 �	 金崎良三 先生（元　福岡女子大学），綱分憲明 先生（元　長崎県立大学），梅田靖次郎 先生（九州保健福祉大学）を
名誉会員とすることが提案され，承認された．
７．2015年度会計決算（案）につい　事務局（高瀬事務局長）
	 �	 2015年度会計決算が提案され，原案通り承認された．
８．2017年度事業計画（案）について　事務局（高瀬事務局長）
	 �	 原案通り，承認された．
	 �	 山口理事	 �独立学会になるにあたって，年会費収入に関する検討はなされているのか
	 	 杉山理事	 �これからあり方検討委員会で議論する内容となるが，予算案に関しては今年度ベースで計画している．

会員が40％減っても２年間は持ちこたえられる目処は立っている．
９．2017年度予算（案）について　事務局（高瀬事務局長）
	 �	 2017年度予算が提案され，原案通り承認された．
	 �	 伊藤理事	 	 	 �繰越し金が予算案で計算されている意図は
	 �	 高瀬事務局長	 �慣例的に行われており，書式についての議論は行っていない．
	 �	 松永顧問　　　予備費に入れるのが通例では．
	 �	 前田理事　　　予備費が多すぎるのは問題と指摘された経験がある．
	 �	 杉山理事　　　予備費を組むのは適当ではないと言われたことがある．
	 �	 伊藤理事　　　公的な場で審議される場合に不具合がないか．
	 	 杉山理事	 	 	 �日本体育学会にこの様式で認められているのでは現時点で問題はないが，今後不具合が生じるよう

であれば，修正するべきだと思う．
10．九州体育・スポーツ学会第66回大会について　磯貝理事長
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	 �	 福岡大学で８月25，26，27日に開催されることが提案された．
	 �	 原案通り，承認された．
	 �	 福岡県の他大学の協力依頼がなされた．
11.	 その他
	 �	 次期事務局について，則元会長から南九州大学，宮崎大学，九州保健福祉大学の連合で事務局を運営することが報
告された．

則元会長挨拶
� 以上

平成28年度　第２回総務委員会　議事録

日　時：平成28年９月16日（金）　11：10～13：00
会　場：長崎国際大学　2105教室
参加者：	�則元会長，杉山副会長，檜垣副会長，磯貝理事長，熊谷大会実行委員長，高瀬事務局長，遠矢会計担当，田原

庶務担当，東恩納監事

磯貝理事長の開会宣言
則元会長の挨拶
　第65回大会が過去最高の122演題の発表数となったことが報告された．

【報告事項】
１．大会企画委員会報告
	 	 前回，総務委員会と同様の為，特になし（則元大会企画委員長）
	 	 準備は順調に進行した．（熊谷大会実行委員長）
２．研究推進委員会報告
	 	 若手優秀論文賞について事前選考を実施した．（杉山研究推進委員長）
３．編集委員会報告 

	 	 前回の総務委員会後，２編の論文が投稿された．
	 	 学会誌に関しては現在発刊可能な状況には無い．（檜垣編集委員長）
４．事務局報告
	 	 会計監査は順調に完了した．（遠矢会計担当）
５．第65回学会大会の準備状況について
　　大会企画委員会報告と同様のため，特になし．
６．その他
　　特になし

【議　　事】
１．第65回学会大会の直前打ち合わせについて（大会企画委員会委員長，大会実行委員会委員長）
	 �	 則元大会企画委員長から大会中のトラブルの連絡先は長崎国際大学の田井先生に加えて則元大会企画委員長とする
ことが提案された．
	 �	 原案通り，承認された．
	 �	 熊谷大会実行委員長から以下の点が提案，報告された．
	 �	 会議室の変更
	 �	 P18　第３分科会のタイムテーブルが変更となる．
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	 �	 P27　シンポジストの先生の名前を修正　七島→七嶋
	 �	 P93　第４分科会→第５分科会
　　原案通り，承認された．また，タイムテーブルと名前の変更は掲示することなった．
　　発表タイトル変更の対応に関して磯貝理事長から提案があり，以下の対応をとることが承認された．
　　プログラムに関しては修正期間を超えていたので，NG

　　当日の対応に関しては内容に大きな変更が無いので座長の先生と調整することとなった．
２．日本体育学会との連携（協力学会）について【資料１－３】
	 �	 高瀬事務局長から日本体育学会の協力学会に関する説明が資料に基づきなされた．
	 �	 杉山副会長	 	 �協力学会になることを理事会，総会で諮った方が良いのでは．
	 �	 則元会長	 	 	 �日本体育学会会員の70パーセントを確保できるのか．学生会員の扱いが難しいのでは
	 �	 高瀬事務局長	 �70パーセントは目安であり，申請段階での数字を示している．申請後の実態調査等に関しては決

まっていないと思われる．
	 �	 檜垣副会長	 	 �会員への周知度はどの程度なのか．
	 �	 高瀬事務局長	 日本体育学会の総会では説明が実施されている．
	 �	 則元会長	 	 	 明日の総会で審議するのか．
	 �	 杉山副会長	 	 ４月に申請するのであれば審議が必要であろう．
	 �	 	 	 	 	 	 	 	 理事会，総会で審議するのであれば，資料配布と説明が必要では．
	 �	 磯貝理事長	 	 �協力学会となることの経緯，メリット，デメリットを説明する必要がある．
	 �	 檜垣副会長	 	 �年会費に関しても説明した方が良い．議決が長引いた時の対応をどうするか．
　　　　　　	 	 	 締め切り期日を決め，反対意見が少数であれば承認とする包括同意でどうか．
	 �	 磯貝理事長	 	 �議決が長引くと申請が遅れるので，これまでの慣例に倣い総会での議決で良いのでは．
	 �	 遠矢会計担当	 �学会残留意向調査の最低ラインで見積もっても補助金無しで２年間は持ちこたえることができる．
	 �	 杉山副会長	 	 �協力学会になった場合のデメリットは今の所，見当たらない．
　　　　　	 	 	 　あり方検討委員会と関連する議題になるので，総会の審議事項の見直しが必要では．
	 �	 磯貝理事長	 	 �報告事項で内容について説明し，審議にて協力学会の申請について審議する．
	 �	 杉山副会長	 	 �あり方検討委員会は理事会では承認されているので，審議の必要はない．
	 �	 �理事会ではあり方検討委員会は報告のみ，審議４に「協力学会の申請について」を追加総会では審議３を「あり方

検討委員会の設置について」に修正し，審議４に「協力学会の申請について」を挿入し審議することとなった．
３．あり方検討委員会の活動について【資料４－５】
	 �	 杉山委員長から現在の準備状況について報告がなされ，総会での承認を受けた後，18日（日）に第１回委員会を開
催することが報告された．現状では審議事項は無い．
４．機関誌の編集方針等について
	 �	 檜垣編集委員長から以下の報告，提案がなされた．
	 �	 現在のアクセプト状況に鑑み，積極的に周知，依頼をしたい．
	 �	 機関誌が発刊されてない状況に関しては総会で報告する．
	 �	 大会での発表数は増えているものの論文投稿が増えないのは課題である．理事や総務委員から学会での優秀な発表
に対して投稿を勧めてはどうか．（則元会長）
	 �	 他学会では座長にその役割を持たせている．（檜垣編集委員長）
	 �	 若手優秀発表賞の受賞者に投稿を推奨する規則にしてはどうか．（杉山副会長）
	 �	 段階的に制度の整備を進めることとなった．
５．大会企画の方針等について
	 �	 則元大会企画委員長から以下の報告，提案がなされた．
	 �	 情報収集する学会から情報発信する学会になってきているため，演題数と参加者数の裏付け調査を実施したい．
	 �	 原案通り，承認された．
６．研究助成・学会賞の方針等について
	 �	 杉山研究推進委員長から以下の提案がなされた．



52 九州体育・スポーツ学研究　第31巻　第１号　平成28年12月

	 �	 次年度も今年度と同様の方針でいきたい．
	 �	 研究助成は応募が少なかったため，早めに動きたい．
	 �	 社会支援（熊本地震関連）に関するテーマについては修正検討したい．
	 �	 関連規定について整備したい．
	 �	 原案通り，承認された．
７．功労賞について【資料６】
	 �	 磯貝理事長から大柿哲朗先生を功労賞候補者として，理事会に推薦することが提案され，承認された．
８．名誉会員について【資料７】
	 �	 磯貝理事長から金崎良三先生，綱分憲明先生，梅田靖次郎先生を名誉会員候補者として理事会に推薦することが提
案され，承認された．
９．2015年度会計決算（案）について
	 �	 前回の総務委員会から変更なしのため，審議事項は無し．
10．2017年度事業計画（案）【資料８】
	 �	 高瀬事務局長から資料の説明がなされ，原案通り承認された．
	 �	 第66回大会は福岡大学にて開催となった．
11．2017年度予算（案）について
	 �	 前回の総務委員会から変更なしのため，審議事項は無し．
12．第63回大会時における理事会・総会議題（案）について
	 �	 各報告，審議時の内容を踏襲することとなった．
13．その他
	 �	 則元会長から次期事務局について宮崎県（南九州大学，宮崎大学，九州保健福祉大学）で担当することが報告され
た．
則元会長　大会企画準備のため途中退出
高瀬事務局長から資料等の年度記載について確認が行われた．
	 継続審議となった．
田原庶務担当から梶山顧問から顧問辞意の連絡があったことが報告され，辞任が承認された．
　顧問の任命について規定が無いため，規定を整備することとなった．
	 磯貝理事長　功労賞の受賞経験を基準にしてはどうか．

磯貝理事長の閉会宣言
	 次回総務委員会
日時　平成29年３月28日（火）14：00～
場所　名桜大学
� 以上

平成28年度　第２回理事会　議事録

日　時：平成28年９月17日（土）12：30～12：40
会　場：長崎国際大学　2105教室
参加者：	�則元会長，杉山副会長，檜垣副会長，磯貝理事長，藤井理事，前田理事，伊藤理事，斉藤理事，山口理事，中

山理事，奥本理事，日高理事，野田理事，熊谷理事，高瀬事務局長，田原庶務担当，東恩納監事
	 	 	 	 欠席（委任状あり）
	 	 	 	 田中（宏）理事，内田理事，小松理事，下園理事，宮嶋理事
	 	 	 	（委任状なし）
　　　　吉武理事
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【審議事項】
１．若手優秀発表賞について　杉山研究推進委員長
	 �	 杉山研究推進委員長から選考過程が説明され，選考委員会によって選抜された以下の４名に第65回大会の若手優秀
発表賞を授与することが提案された．
	 �	 元嶋菜美香（長崎国際大学）
	 �	 石本　洋介（株式会社 健康科学研究所）
	 �	 宇佐元　遵（福岡教育大学大学院）
	 �	 府内　勇希（熊本学園大学）
	 �	 原案通り，承認された．
� 以上

平成28年度　第３回総務委員会　議事録

日　時：平成28年９月18日（日）13：05～14：10
会　場：長崎国際大学　2105教室
参加者：則元会長，杉山副会長，檜垣副会長，磯貝理事長，高瀬事務局長，田原庶務担当，東恩納監事

【審議事項】
１．次回の総務委員会について
	 �	 平成29年３月28日（火）15：00から名桜大学で開催することが決定した．
	 �	 実行委員会の編成（組織，期日等），運営について確認が行われた．
	 �	 次々回（６月）の日程に関しては，大会スケジュールから逆算して調整する．
２．機関誌第31巻第１号の発刊について
	 �	 論文がなくても11月を目処に機関誌を発刊することが決定した．第65回大会の抄録は昨年度同様補遺版としてWeb

公開するが，学会員の感想に鑑み以前の冊子版に戻すことを検討することとなった．
	 �	 進藤顧問のシンポジウム資料の掲載依頼に関しては，編集委員長から特別寄稿として原稿依頼をするが，スライド
の縮小版の形態であれば機関誌には掲載せず，学会 HP上での公開等の対応を検討する．



編　集　後　記

九州体育・スポーツ学研究第31巻第１号をお届けします．
本誌の編集委員会は，平成27年９月より５名の新しいメンバーでスタートし，１年が経過しました．これまで
に７編の原著論文と１編の総説が投稿され，１編採択，１編不採択，３編取り下げ，１編再投稿予定，２編は査
読中の状況です．３編の取り下げとなった論文は，いずれも査読者の先生方より貴重なご指摘と共に再投稿を促
す建設的なコメントをいただいております．コメント内容を踏まえて，さらに質の高い論文を目指して再考いた
だいているものと推察しております．１編の再投稿予定論文も含めて，今後のスポーツ科学の発展のために，是
非，本誌への投稿をお願いいたします．
さて，編集委員会では，査読の迅速化と質の担保の両立を目指して，投稿者と査読者のやり取りについては，
担当編集委員が責任をもって行うことにしております．まず，投稿論文の受付から査読者の決定と審査の依頼ま
でに要する時間を，可能な限り短期間で完了するよう，努めております．そして，１回目の査読審査期間（３週
間）を含めて，１か月以内に第１回目の結果をご報告できるよう，迅速化を図っているところです．査読の依頼
については，投稿論文の内容に精通している，本学会会員の先生方を第一候補とさせていただき，適任者が不在
の場合には非会員の先生方にも依頼させていただいております．近年，オープンジャーナルなど，多数の学術雑
誌が発刊されておりますが，独立学会として九州体育・スポーツ学研究の発展のために，会員の皆様のご協力を，
是非ともよろしくお願い致します．
最後に，ご投稿いただいた研究者のみなさま，編集の労をお取りいただいた委員の先生方，そしてお忙しい中，
査読を快くお引き受けいただいた先生方に，深く御礼申し上げます．
� （Y.H.）

編 集 委 員 会
　　　	  檜　垣　靖　樹（委員長）　	 伊　藤　友　記　　　	 内　田　若　希　　　	 斉　藤　篤　司
　　　	  山　口　幸　生
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